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頌栄短期大学 創立 135周年記念講演会
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トロント大学オンタリオ教育研究所カリキュラム学科教授。
ホリスティック教育に関わる世界の教育者たちと積極的に関
わり、特に過去 30 年は日本、韓国、香港での講演や授業を
行う。神戸親和女子大学（現神戸親和大学）、立命館大学、香港教
育研究所の客員教授を歴任。『ホリスティック教育～いのちの
つながりを求めて』（春秋社 1994）、『ホリスティックな教師たち～
いかにして真の人間を育てるか』（Gakken1997）ほか著書多数。

「ホリスティック教育
～教育・保育における愛と思いやりの心～」
ジョン・P・ミラー先生をお迎えするにあたって
　かつて、ミラー先生は「ホリスティック教育～いのちの
つながりを求めて～」（春秋社）の日本語版が出版された
際に「まさに地球規模（グローバル）な現象がホリスティッ
ク教育を求めているのだという私の信念が、ただの思い
込みではなかったことの一つの証拠のように思う」と述
べられています。この度、遠いカナダ（トロント）の地から、
「保育の未来」を考え続けるこの頌栄短期大学にミラー
先生をお迎えできますことをたいへんうれしく思います。
　ミラー先生はそのお話の中で、「ホリスティック教育は
〈つながり（リレーションシップ）〉に焦点を当てた教育である。
人と人はもちろん、人と環境、身体と心と頭などすべ
てのものがつながっている（ホリスティック）」さらには、

「教師・保育者自身が、もっと自分自身の内面を見
つめる作業・経験が必要である」と述べられています。
　教育・保育とは、〈つながり〉をなくして成り立つもの
ではありません。ただ、そのかかわりのありかたが、どこか
一方的なもの、伝えること、受け取ること（だけ）に重きを
置いているように思われる日本の教育。どこか窮屈で、
息苦しささえ感じる現代。そのような環境の中で生活
する私たちが、未来を生きる子どもたちとともに、「あたり
まえ」とされてきた多くのことから解放され、より自由に
生き、生活していくためのヒントをミラー先生のご講演
から受けとることができるのではないでしょうか。「教育・
保育における愛と思いやりの心」について一緒に思い、
考え、自分自身を見つめなおす、そんな心地のよい時
間を皆様と共有できますことを楽しみに、ここにご案内
申し上げます。

13 : 00 – 14 : 30

1 5 : 00 – 1 7 : 30

ホリスティック教育～教育・保育における愛と思いやりの心～

ジャックの旅～インターラクティブな時間のなかで～

講演
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